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1. 平成27年3月期第1四半期の連結業績（平成26年4月1日～平成26年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期第1四半期 8,081 6.6 784 32.4 794 32.2 517 36.5
26年3月期第1四半期 7,580 △1.3 592 △26.5 600 △28.3 378 △27.8

（注）包括利益 27年3月期第1四半期 503百万円 （△11.1％） 26年3月期第1四半期 566百万円 （36.6％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

27年3月期第1四半期 15.97 ―
26年3月期第1四半期 11.70 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

27年3月期第1四半期 34,646 23,824 68.1
26年3月期 34,063 23,665 68.8
（参考）自己資本 27年3月期第1四半期 23,603百万円 26年3月期 23,439百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年3月期 ― 5.00 ― 5.00 10.00
27年3月期 ―
27年3月期（予想） 5.00 ― 5.00 10.00

3. 平成27年 3月期の連結業績予想（平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 15,900 4.6 1,250 7.2 1,250 4.6 800 7.9 24.71
通期 32,000 3.5 2,600 15.4 2,600 13.3 1,700 20.2 52.51



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）詳細は、添付資料P．３「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 （３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期連結財務諸表に対するレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料P．２「１．当四半期決算に関する定性的情報 （３）連結業績予想などの将来予測情報に関
する説明」をご覧ください。 

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期1Q 32,461,468 株 26年3月期 32,461,468 株
② 期末自己株式数 27年3月期1Q 90,526 株 26年3月期 89,499 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期1Q 32,371,051 株 26年3月期1Q 32,379,051 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、消費税率引上げに伴う駆け込み需要の反動により自動車や家

電販売などの個人消費や住宅建設に一部弱い動きが見られたものの、政府の経済政策や日銀の金融緩和政策を背景

に緩やかな回復傾向で推移いたしました。しかしながら、中国をはじめとした新興国経済の減速や円安による原材

料やエネルギーコストの上昇等、景気の先行きには引続き不透明な状況が続いております。 

 当社及び連結子会社（以下「当社グループ」という。）が属するステンレス鋼線業界では、消費増税前の駆込み

の反動により一部調整が見られたものの、建材関連の需要が引き続き好調であったことから、業界出荷数量は、前

年同期比増加となりました。 

 このような状況下、当社グループでは、高機能・独自製品（ばね用材、耐熱ボルト用材、金属繊維など）の売上

高比率７０％以上、連結経常利益５０億円以上、海外売上高比率３０％以上などを経営目標とする『第１２次中期

計画（ミッション７５３）』（最終年度平成２７年３月期）の達成に向け、収益の一段の向上に鋭意取り組んでま

いりました。 

 主力のステンレス鋼線部門では、消費増税後の反動が自動車向けなどで一部見られたものの比較的軽微に止まり

ました。一方、建材関連需要は好調に推移し、さらには円安を背景に海外向けが伸長したため、販売数量は増加

し、売上高は前年同期比７．４％の増収となりました。 

 金属繊維部門では、主力のナスロンフィルターは、国内で大型増設案件がなかったものの、円安を背景に輸出が

好調に推移したため、増収となりました。一方、超精密ガスフィルター(ナスクリーン)は韓国や台湾での半導体関

連の設備投資が一段落し、微増に止まりました。その結果、金属繊維の売上高は前年同期比１．７％の増収となり

ました。 

 これらの結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は前年同期比6.6％増収の80億81百万円となりました。損益

につきましては、売上高の増加に伴う粗利の増加や工場操業度の良化などにより営業利益７億84百万円（前年同期

比32.4％増）、経常利益７億94百万円（同32.2％増）、四半期純利益５億17百万円（同36.5％増）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

資産、負債、純資産の状況 

 当第１四半期連結会計期間末の総資産は、346億46百万円となり、前連結会計年度末に比べ５億83百万円増加い

たしました。流動資産は225億19百万円となり、６億94百万円増加いたしました。主な要因は、現金及び預金の増

加（２億45百万円）や受取手形及び売掛金の増加（２億３百万円）などです。固定資産は121億27百万円となり、

主に減価償却が進んだことから１億11百万円減少いたしました。 

 当第１四半期連結会計期間末の負債合計は、108億21百万円となり、前連結会計年度末に比べ４億24百万円増加

いたしました。流動負債は65億48百万円となり、１億23百万円増加いたしました。固定負債は42億73百万円とな

り、３億１百万円増加いたしました。 

 当第１四半期連結会計期間末の純資産合計は238億24百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億58百万円増加

いたしました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 業績は概ね当初の予想（平成26年４月28日公表）どおりに推移しており、業績予想に変更はございません。 

 尚、業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際

の業績は、今後様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（退職給付に関する会計基準等の適用）

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた

定めについて当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見

込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を退職給付の支払見込期間及び

支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第１四半

期連結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減し

ております。

 この結果、当第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る負債が283百万円増加し、利益剰余金が182百万円

減少しております。また、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれ

ぞれ４百万円増加しております。

 

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等

 該当事項はありません。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成26年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 9,231 9,476 

受取手形及び売掛金 6,737 6,940 

商品及び製品 1,780 1,963 

仕掛品 2,442 2,512 

原材料及び貯蔵品 1,203 1,202 

繰延税金資産 277 160 

その他 150 262 

流動資産合計 21,824 22,519 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 2,793 2,751 

機械装置及び運搬具（純額） 5,081 4,894 

土地 1,589 1,588 

リース資産（純額） 12 10 

建設仮勘定 28 50 

その他（純額） 216 214 

有形固定資産合計 9,722 9,510 

無形固定資産 292 269 

投資その他の資産 2,224 2,347 

固定資産合計 12,238 12,127 

資産合計 34,063 34,646 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 3,973 4,195 

短期借入金 667 665 

未払法人税等 626 208 

賞与引当金 541 275 

役員賞与引当金 28 － 

その他 588 1,203 

流動負債合計 6,425 6,548 

固定負債    

長期借入金 704 704 

役員退職慰労引当金 143 125 

退職給付に係る負債 3,094 3,415 

資産除去債務 21 21 

その他 8 6 

固定負債合計 3,971 4,273 

負債合計 10,397 10,821 
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    （単位：百万円） 

  前連結会計年度 
(平成26年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成26年６月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 5,000 5,000 

資本剰余金 5,446 5,446 

利益剰余金 13,037 13,210 

自己株式 △36 △36 

株主資本合計 23,447 23,620 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 160 171 

繰延ヘッジ損益 △0 △0 

為替換算調整勘定 △93 △119 

退職給付に係る調整累計額 △74 △69 

その他の包括利益累計額合計 △8 △17 

少数株主持分 226 221 

純資産合計 23,665 23,824 

負債純資産合計 34,063 34,646 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年６月30日) 

売上高 7,580 8,081 

売上原価 6,308 6,617 

売上総利益 1,271 1,463 

販売費及び一般管理費 679 678 

営業利益 592 784 

営業外収益    

受取利息 0 0 

受取配当金 7 9 

為替差益 2 9 

その他 7 6 

営業外収益合計 18 26 

営業外費用    

支払利息 5 4 

売上割引 4 4 

固定資産除却損 0 7 

その他 0 0 

営業外費用合計 10 17 

経常利益 600 794 

特別利益    

固定資産売却益 － 0 

特別利益合計 － 0 

税金等調整前四半期純利益 600 794 

法人税、住民税及び事業税 139 166 

法人税等調整額 82 109 

法人税等合計 221 275 

少数株主損益調整前四半期純利益 378 518 

少数株主利益又は少数株主損失（△） △0 1 

四半期純利益 378 517 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 378 518 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 7 10 

繰延ヘッジ損益 0 0 

為替換算調整勘定 180 △31 

退職給付に係る調整額 － 5 

その他の包括利益合計 187 △15 

四半期包括利益 566 503 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 549 508 

少数株主に係る四半期包括利益 16 △4 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。
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